
クリエイティブ人材の育成に向けた大学改革推進

５号館・６号館設計コンセプト
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６号館工事概要
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武蔵野大学　学長
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６号館
（６）（第３種郵便物認可） ２０２１年　（令和３年）　１０月１４日　（木曜日）

　計画地は都が推進する臨海副都心地区のＭＩＣＥ拠点の
一角に位置し、大学は人材育成・教育研究・地域や国際交
流の場として重要な役割を担っています。設計ではこの地
域特性を生かしたキャンパスデザインを行うことにより、
ヒト・文化・情報・交流のにぎわいをさらに高め、キャンパ
スを通じて都市のにぎわいに寄与することを図りました。
　５号館は、臨海副都心の骨格となるセンタープロムナー
ドに対し、学生のアクティビティが見渡せる開放的な設え
により、街とキャンパスににぎわいの風景をつくる計画と
しました。外観の特徴として、水平垂直材と斜め壁の「エ
コファサード」により直射光を防ぎながら快適な光環境と
センタープロムナードへの開放性を確保しました。低層階
のラウンジは地域に開放され、プレゼンテーションスペー
スなど研究内容を発信する機能を集約しました。上層階は
大中小講義室やアクティブラーニング室を計画し、データ
サイエンス学部の研究エリアでは「ワンルームラボ」をコ
ンセプトに複数の研究室が一体的な空間として感じられ、
研究室間の交流やディスカッションが活発に行えるようセ
ミオープンなしつらえとしました。
　６号館は、三つのテーマを重視したキャンパスデザイン
を行いました。
①コミュニケーションの核となる「キャンパス広場」をつ
くる
　既存棟へ接続する新たな動線をつくり、学生の居場所を
より有機的につなぐ回廊型キャンパスデッキを計画しまし
た。回廊に囲まれたキャンパス広場がコミュニケーション
の核となることで、新たなにぎわいの創出を図ります。
②三つのデザインコードを継承する
　特徴ある既存建物を三つのデザインコードとして読み解
き、継承することで調和の取れたファサードデザインとし
ました。
③多様性のある居場所づくり
　各階にラウンジを配置し多様性のある学生教職員の居場
所を計画。大学ブランドマークからイメージした日本の伝
統色を各階テーマカラーとして壁面に展開し多様性を表現
しました。１～３階は実習機能、４～５階は研究室機能、
最上階には眺望の良い屋上庭園を計画しました。
　株式会社佐藤総合計画
　東京第４オフィス　設計　チーフアーキテクト　　石原誠
　東京第４オフィス　設計　担当　 　飯田諒 ３階実習室 キャンパス広場に面した３階ラウンジ

◇工　事　名　称：（仮称）武蔵野大学有明キャンパス増築棟新築工事
◇計　画　地：東京都江東区有明３丁目３番３
◇発　注　者：学校法人武蔵野大学
◇設計・監理：株式会社佐藤総合計画
◇施　　　工：大成建設株式会社

◇構　　　造：Ｓ一部ＳＲＣ造
◇階　　　数：地上６階
◇規　　　模：〈敷地面積〉，．㎡

〈建築面積〉，．㎡
〈延床面積〉，．㎡

◇用　　　途：大学（実習室、研究室など）
◇工　　　期：年３月１日～年４月日

キャンパス広場に面したラウンジとテーマカラー 既存校舎と接続する２階キャンパスデッキ

　本大学は学部学科、大学院研究科、通信教育部

を擁する総合大学です。

　年度まで一年次の授業は全学部、武蔵野キャンパ

スで開講しておりましたが、年度からは一部の学科

を除き、学科１年次の授業を有明キャンパスで開講して

おります。有明キャンパスは東京の中心地から近く、最

先端の情報や企業活動の動向に触れることができ、刺激

的な環境に恵まれております。

　学部移転に伴い、有明キャンパスで着工していた新校

舎ですが、年４月に６号館、今年９月に５号館が完

成し、教育・研究活動のさらなる充実が期待されます。

　エントランス広場や学生ホール、ラウンジ等で展示や

イベントを行うことにより、学生と地域の間で多様な交

流を創出します。５号館は環境に配慮し、ユニバーサル

デザインに基づいた建物設計になっており、太陽光発電、

建物の熱負荷軽減仕様の窓、高齢者や障害者にも使いや

すいバリアフリー設計、ＬＧＢＴＱや車いす利用者に配

慮した多機能トイレなど充実した設備を備えています。

また自然災害などの備えとして、消防水利、大規模災害

時の一時滞在機能などの地域防災機能を整備しました。

　結びに、５号館、６号館の建設プロジェクトに携わら

れました設計・監理者の株式会社佐藤総合計画様、施工

者の大成建設株式会社様に厚くお礼申し上げます。既存建物のデザインコードを継承したファサード

　武蔵野大学が東京都江東区で建設していた有明キャンパス５号館が９月、竣工した。
年４月に完成した有明キャンパス６号館とともに、教育・研究活動の充実化をけん
引する。同大学は年度から日本初の起業家精神を育成する「アントレプレナーシップ
学部」を設置した。さらに、ＡＩ活用、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を必修科目と
する全学共通基礎課程「武蔵野ＩＮＩＴＩＡＬ」をスタートし、年の創立周年、
そして年に向けクリエイティブな人材を育成するため、大学改革を進めている。５、
６号館の設計・監理は佐藤総合計画、施工は大成建設が手がけた。



５号館工事概要

設計・監理／佐藤総合計画　　施工／大成建設
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試験施工実施で高難度の外装工事を完遂

武蔵野大学有明キャンパス５号館
（７） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　１０月１４日　（木曜日）

◇工　事　名　称：（仮称）武蔵野大学有明キャンパスＪ
１区画新築工事

◇工　事　場　所：東京都江東区有明３丁目１番
◇発　注　者：学校法人武蔵野大学
◇設計・監理：株式会社佐藤総合計画
◇施　　　工：大成建設株式会社
◇構　　　造：ＲＣ一部ＳＲＣ、Ｓ造
◇階　　　数：地下２階地上７階
◇規　　　模：〈敷地面積〉，．㎡

〈建築面積〉，．㎡
〈延床面積〉，．㎡

◇用　　　途：大学（学生ホール、講義室、研究室な
ど）

◇工　　　期：年６月１日～年～９月日

研究内容を発信する機能を持つ１階学生ホール

研究室間の交流やディスカッションを誘発するワンルームラボ
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１階学生ホールと一体利用が可能な多目的講義室

眺望の良い屋外の学生ラウンジ

６
号
館
建
設

　
２
０
２
０
年
４
月
に
完
成
し
た
６

号
館
は
有
明
キ

ン
パ
ス
の
中
庭
に

位
置
す
る

既
存
の
１
号
館
と
３
号

館
と
の
ブ
リ

ジ
接
続

既
存
駐
車

場
や
外
構
の
改
修
工
事
の
施
工
も
行


た

ま
た

大
学
運
営
と
関
係
者

動
線
に
支
障
の
な
い
よ
う

緻
密

︵
ち
み
つ
︶
な
施
工
計
画
の
立
案
・

実
行
に
注
力
し
た


　
外
観
は
既
存
建
物
と
の
調
和
を
図

り
外
装
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
﹁
レ
ン
ガ

調
二
丁
掛
け
タ
イ
ル
・
開
口
部
ア


チ
﹂
を
プ
レ
キ

ス
ト
コ
ン
ク
リ


ト
︵
Ｐ
Ｃ
ａ
︶
外
壁
で
再
現
し
た


工
事
を
手
が
け
た
大
成
建
設
の
市
川

直
樹
作
業
所
長
は
﹁
低
層
部
の
レ
ン

ガ
調
二
丁
掛
け
タ
イ
ル
製
作
に
当
た


て
は

既
存
建
物
の
色
調
を
表
現

す
る
の
に
試
行
錯
誤
し
ま
し
た

納

得
で
き
る
ま
で
見
本
製
作
を
幾
度
も

重
ね

発
注
者
や
設
計
者
か
ら
満
足

し
て
も
ら
え
る
外
装
の
出
来
栄
え
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
﹂と
語
る


５
号
館
建
設

　
今
年
８
月
に
完
成
し
た
５
号
館
は

開
放
性
と
日
射
遮
蔽
︵
し

へ
い
︶

を
両
立
す
る
﹁
エ
コ
フ

サ

ド
﹂

が
テ

マ
で

水
平
庇
と
縦
ル

バ



斜
め
壁
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

複
雑
な
仕
上
げ
構
造
が
求
め
ら
れ

た

当
初
Ｐ
Ｃ
ａ
を
主
要
仕
上
げ
材

と
し
て
い
た
が

仮
設
の
タ
ワ

ク

レ

ン
が
設
置
不
可
能
と
な

た
た

め

搬
入
と
取
り
付
け
が
可
能
な
仕

上
げ
部
材
と
し
て

縦
ル

バ

の

ほ
か

斜
め
壁
に
は
押
し
出
し
成
形

セ
メ
ン
ト
板

水
平
庇
先
端
の
仕
上

げ
で
は
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
に
変
更
し

た

﹁
専
門
工
事
業
者
の
意
見
を
反

映
し
な
が
ら

取
り
付
け
手
順
や
足

場
の
詳
細
計
画
を
立
て

現
地
で
の

試
験
施
工
と
確
認
を
重
ね
な
が
ら
確

実
な
施
工
管
理
を
実
行
し

複
雑
で

難
度
の
高
い
外
装
工
事
を
完
遂
し
ま

し
た
﹂
︵
市
川
作
業
所
長
︶


　
工
事
を
終
え
て
市
川
作
業
所
長
は

﹁
施
工
途
中
の
地
中
障
害
発
生
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
よ
る
作
業
・
工
程
調
整
に
苦

心
し
ま
し
た

そ
の
中
で

無
事
竣

工
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は


職
員
と
職
長
会
の
力
を
結
集
し

同

じ
目
標
に
向
か

て
進
め
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す

苦
労
し
た
分
わ
た
し

た
ち
の
心
に
残
る
建
物
と
な
り
ま
し

た
﹂
と
語
り

﹁
５

６
号
館
の
竣

工
に
あ
た
り
武
蔵
野
大
学
様

佐
藤

総
合
計
画
様
は
も
ち
ろ
ん

工
事
に

協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
者
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
﹂
と
締
め
く

く

た


学生のアクティビティが見渡せる開放的なファサード


